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はじめに

本国際学会は2006年9月6日～9日までの間、フ

ランス南部の都市モンペリエで開催された。 6日の

Welcome Receptionに参加する予定であったが、

時間に間に合わず参加できなかった。なぜかという

と、 6日はモンペリエ空港上空に深い霧(雲)がか

かり、私の乗った飛行機は着陸できず隣のマルセイ

ユ空港に降り立ってしまったのだ。そこからバスで

写真1.街の中心に位置するコメディ広場

(pi. de la Comedie)

当中縄県西原町千原1番地

モンペリエ空港へ移動したため、ホテルについたの

は深夜0時。なれない外国で非常に不安な移動であっ

た。翌日、徒歩で会場に移動したところ、前日は真

夜中に着いたので気が付かなかったが、モンペリエ

は歴史を感じさせる建物の多いとても美しい町で、

心が晴れた気がした(写真1)0

モンペリエは南フランスの地中海に面しており、

985年に建設され、現在でも17世紀,18世紀に築造さ

写真2.モンペリエ大学

(I'Universite de Montpellier)
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れた多くの建物があり、文化や生活の質に重点を置

いた綿密な都市計画により、新しいものと古い町並

みが上手く調和した近代都市である。モンペリエ大

学(l'Universite de Montpellier)は、フランスの

大学としては屈指の歴史を誇り、とりわけ医学部は

ヨーロッパ最古とされている(写真2)0

ヨーロッパ・キチン国際学会と国際キチン・キト

サン学会の合同で行われた本学会には、世界各地か

ら200名余りの研究者が参加した。内訳は地元フラ

ンス27名を含むヨーロッパ地域から107名、日本37

名を含むアジア地域から63名、北および南アメリカ

地域から35名、その他の地域から6名であり、国際

色豊かな学会であった。日本からの参加者が最も多

く、また研究のレベルも高いように感じられ、日本

がこの分野を世界的にリードしていることを実感し

た。口頭発表とポスター発表はそれぞれ、

Biological　&　Ecological Aspects, Sources

Production,　Enzymatic Aspects,　Chemical

Sapects, Physical & Physico-Chemical Aspects,

Applications in Life Science, Applications in

Other Fieldの7つのsessionに分かれて行われた。

3日間におよぶ発表の中で、特に興味を持ったの

はノルウェイの研究グループの「Structure-functi

on Studies of CBP21, a Non-catalytic Chitin-

binding Protein Promoting Chitin Degradation」

であった。キチンはN-アセチルグルコサミンがβ1

1,4結合した多糖であり、鎖間の水素結合により不

溶性の結晶性キチンとなる。キチン分解酵素のみで

は不溶性キチンの分解は極めて進みにくいことが知

られている。本研究発表では、キチン結合活性は持

つがキチン分解活性を持たないCBP21というタン

パク質が、結晶性の不溶性キチンに結合して、キチ

ン繊維をほぐし、キチン分解酵素による分解を助け

るというデータが示された。さらにCBP21の立体

構造をⅩ線結晶解析により明らかにし、結晶性キチ

ンへの結合に関与する構造について議論された。オ

リジナルな発想もさることながら、 Ⅹ線結晶解析に

より立体構造を解き、分子レベルでの構造一機能相

関を明らかにするという手法に刺激を受けた。

ヒトをはじめとする各種生物ゲノムの塩基配列解

読が終了した現在、遺伝子という生命の設計図をも

とに作られるタンパク質の機能解析を行うことは、

生命のメカニズムを理解する上で大変重要な研究課

題となっている。タンパク質は特異な立体構造を持っ

て初めて機能を発揮するナノスケールの分子であり、

その立体構造解析に基づく構造一機能相関研究が世

界中で行われている。我々もタンパク質を扱ってい

るが、やはり機能解析のためには立体構造を明らか

にするという仕事がいかに大事であるかを痛感して

いる。琉球大学の中期計画には、大学として重点的

に取り組む嶺域として「生命科学およびナノテクノ

ジーの研究」をあげており、本計画の推進のために

は「生命のナノスケール機能性分子」であるタンパ

ク質の立体構造に基づく研究を推進できるような組

織や設備の充実が必要であると感じた。

私は今回、ポスター発表でEnzymatic Aspects

のsectionに参加した(写真3)。現在、農業・医

療・食品・化粧品など様々な嶺域で有効で安全な抗

力ビ斉略号求められており、その有力な材料として、

植物由来の抗カピタンバク質の1つであるキチン分

解酵素がある。これまでに使用されている抗力ビ剤

は、カビと同じ真核生物である動植物に対して副作

用を示す場合が多い。キチン分解酵素はカどの細胞

壁な主な構成成分であるキチンを分解することによっ

て抗力ビ活性を発揮すると考えられており、キチン

を持たない動植物には副作用の少ない抗力ビ剤とな

ることが期待される。我々の研究グループでは、抗

力ビ剤の材料とするために、より強くより特異な抗

力ビ活性を有するキチン分解酵素の探索を、沖縄に

生息する多種多様な植物を用いて行っている。沖縄

に生息する維管束植物の種数は単位面積あたり、日

本本土の45倍(島袋、 「沖縄の生物」沖縄生物教育

研究会、 pp23-32, 1984)という統計もあり、これ
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写真3.ポスター発表会場
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ら豊富な植物遺伝子資源を利用する本手法はゲノム

解析の終了した限られた遺伝子資源を用いる場合よ

りも有利であり、国内では唯一亜熱帯島峡環境に位

置する沖縄県のメリットを活かした研究である。

本研究において、沖縄に自生するリュウキュウイ

ノモトソウ(シダ類)より、強い抗力ビ活性を有す

るキチン分解酵素を単離し、その遺伝子クローニン

グに成功した。驚いたことに、本酵素は植物として

は全く新規の構造を持つタンパク質であることが分

かった(写真4)。この構造は、既にゲノム解析の

終わっているシロイヌナズナやイネには無いモノで

あった。我々は本酵素のN末端側に位置するLysM

ドメインという構造が、本酵素の強い抗力ビ活性に

大きく寄与していることを変異体解析により明らか

写真4.研究紹介用のCard

リュウキュウイノモトソウ由来のキテナーゼは

LysMドメインを持つ初めての植物キテナーゼであ

り、 LysMドメインが本キテナーゼの抗力ビ活性に

大きく寄与している。

にした。現在、 LysMドメインは植物と微生物との

共生(マメ科植物と窒素固定細菌)や生体防御(檀

物v.s.植物病原菌)に関わる植物側の受容体とし

て同定され、その構造一機能相関の研究に注目が集

まっている。平たく述べると、このLysMドメイ

ンの形によって、植物がある特定の微生物と共生す

るか、それとも拒絶するかが決まるのである。

LysMドメインの構造一機能相関を明らかにし応用

することによって、植物を有用な微生物と共生させ

たり、病気に掛かりにくくしたり、といったことが

できるようになるかもしれない。こうした構造一機

能相関の研究では、対象となるタンパク質が大量に

必要となるが、これまでに植物由来のLysMドメイ

ンの大量発現に成功している研究グループは無く、

その構造一機能相関はモデルやシミュレーションに

留まっていた。我々の研究グループは世界に先駆け

て、植物由来LysMドメインの大量発現に成功し

た。現在、他研究機関との共同研究により構造一機

能相関について調べており、その研究成果の一部は、

Journal of Biological Chemistryに掲載された。

本研究は本国際学会でも注目され、ポスター賞にノ

ミネートされた。このように沖縄の植物遺伝子資源

を利用して研究が、世界的にも注目されるような研

究に発展しようとしている。今後もこのような沖縄

の豊富な遺伝子資源を活かした研究が沖縄県内で推

進されることを期待したい。

最後になりましたが、本国際学会に参加するため

にご援助いただいた南方資源利用技術研究会に心よ

り感謝申し上げます。
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